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【目的】運動強度の違いが運動関連脳磁場(MRCF)に 及ぼ

す影響を検討する。【対象および方法】対象は予め同意の得

られた健常 男性8名 であった。MRCFの 計 測 には,306

チャネル全頭型脳磁界計測装置(Neuromag） を使用 し,1）

抵抗なし示指伸展運動,2)抵 抗あり示指伸展運動,3)抵

抗なしで関節運動が少ない示指伸展運動の3種 類 を動作課

題 として,MRCFお よび示 指伸筋筋電 図を記録 した。

MRCFデ ータは運動開始を トリガーとして50回 以上の加

算平均を行 い,0.5Hzか ら10Hzの バ ン ドパスフィルタ

処理を行った。【結果および考察】筋収縮力の増加に伴い,

運動磁場(MF)の 振幅が大 きくなった0ま た,関 節運動の

少ない課題においては運動誘発磁場(MEF)第 一成分が小

さくなった。これ らのことか ら,MFの 振幅が筋収縮強度を

反映することと,MEF第 一成分が筋長 の変化を感知 して

いるものと推察できた。


